
第２学年 国語科学習指導案 
 

 
１ 教材名 
６ いにしえの心を訪ねる 「仁和寺にある法師」 
 

２ 単元の目標 
（１） 古典作品には，さまざまな立場や考え方が描かれていることを知り，自分の考えを深めたり

広げたり深めたりすることができる。                  （知識・技能） 
（２） 複数の情報を整理しながら適切な情報を得たり，登場人物の言動の意味などについて考えた

りして，内容を解釈することができる。            （思考力・判断力・表現力）                      
（３） 積極的に現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読み，古典に表れたものの見方や考え方を

説明しようとしている。                （主体的に学習に取り組む態度） 
 
３ 単元構想の意図 

 古典作品には，言葉の響きの美しさや古語の現代語と異なる意味の面白さがあり，その性質から暗
唱の教材になることが多い。そのため，生徒にとっては，小学生の頃から耳慣れている作品もある。
しかし，中学校では暗唱にとどまらず，歴史的な背景を知り，先人の考えを読み解き，現代を生きる
自分たちと比較しながら読むことが求められる。しかし，古語や文法などの知識を要する読解に対し
て苦手意識が高く，古典作品を学習する意義に触れる前に，嫌いになってしまう生徒も多い。 
 １年時には，「今に生きる言葉」で，中国故事が現代の私たちの生活にも通じていることを学習し
た。２年生ではすでに「枕草子」の学習を終え，清少納言が日常生活の中で感じたことを綴り，自分
の生活を振り返って「オリジナル枕草子」を書き，交流した。この単元では，平家物語や徒然草，漢
詩の世界に触れる。特に，「徒然草」では序段と「仁和 寺にある法師」，平家物語では「扇の的」
「弓流し」など，取り上げられているのは作品の中でも特に有名なエピソードであり，作品に親しみ
やすいと考えられる。しかし，資料集等でほかの章段や場面を併せて学習することで，より多面的に
古典作品のおもしろさや登場人物，ひいては作者の人物像を捉えることができる。また，書くことや
伝えることが苦手な生徒でも，自分が見つけたおもしろさや気づいたことなどを「伝えたい」「聞く
ことや聞いてもらうことが楽しい」という思いを引き出すことにつなげたい。 
 

４ 単元の計画 
時 場面 学習活動（夢中に学んでいる姿） 資質・能力 

１ 
見通す 
習得する 

現代語訳や注釈をもとに古文を読み
「仁和寺にある法師」の行動について
兼好法師がどのように考えたかを読み
取る。 

積極的に現代語訳や語注などを手掛か
りに作品を読み，作品に表れた，登場人物
や作者のものの見方や考え方を説明する
ことができる。（主） 

２ 
考える 
対話する 

「徒然草」の他の段を読み，登場人物の
言動の意味などについて考えたりし，
作者の人物像を書く。 

複数の情報を整理しながら適切な情報
を得たり，登場人物の言動の意味などに
ついて考えたりして，内容を解釈するこ
とができる。（思・表） 

３ 
本
時 

考える 
対話する 

２時間目で読解した資料を持ち寄っ
て情報交換をし，より適した表現で作
者の人物像を書く。 

複数の情報を整理しながら適切な情報
を得たり，作者の言葉に込められた意味な
どについて考えたりすることで，作者の人
物像を捉えることができる。（思・表） 

４ 振り返る 

書き方を真似た「オリジナル徒然草」
を書くことで，「徒然草」の特徴を体感
する。 

古典作品には，さまざまな立場や考え方
が描かれていることを知り，自分の考えを
深めたり広げたり深めたりすることがで
きる。（知・技） 

 
 
 

５ 本時のねらい 

 

 
５ 本時のねらい 

エピソードに添えられた作者の考えを比較して読むことで，作者の人物像を多面的に捉えて自分
の言葉で説明することができる。 

 

単元を通して育成したい子供の姿 
古典作品を読解し気づいたことや疑問などを伝え合うことにより，複数の資料から多面的に物事

を捉えようとする姿。 



６ 学習過程 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 学習活動・内容（Ｔ主な発問・Ｃ生徒の反応） 時
間 

○指導上の留意点 

◎研究主題に迫る手立て ◇評価 

課
題
設
定 

１ 本時の学習課題を捉える。 
（１）自分のエンジョイシートの感想欄を班で共

有する。 
（２）本時の課題を把握する。 
 
 
 

５
一
斉 

 
○ 前時に気付いたこと声に出して言わ
せることで本時のめあてにつなげること
を意識させる。 
○ 前時に分析した資料を持ち寄り，まと
めとして人物像を書くことを確認する。 

課
題
解
決 

２ 分析した結果について，人物像の共通点や相
違点という観点で情報交換する。 
Ｔ：どんな人物だといえるか共有しましょう。
共通点と相違点を挙げ，お互いに「なぜ？」
と問い返して根拠をはっきりさせましょう。 

Ｃ：「『少しのことにも……』と言っている。
しっかりと目的を達成するには，現状に合
わせて人に頼ることが必要だと考えてい
るのではないか。」 

Ｃ：「同じ話からだけど，気の毒に思っている
ように感じました。気の毒な人を減らすた
めに書いたのかもよ。」 

 
３ 人物像を書く。 
〇親切 
〇優しい 
〇嫌味 
〇好き嫌いが激しい 

 
 
 
４ 観点をもとに読み合い，
アドバイスし合う。 
Ｃ：これに「親切」も足し

たいけどどう書けば
いいかな。 

Ｃ：こっちの章段の「好き嫌いが激しい」が抜
けちゃってるけど，入れなくていいの。 

12 
小
集
団 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
個
人 
 
 
 
 
 
8 
個 
 

◎ 前時に分析した結果を持ち寄り，共通
点や相違点を共有するよう指示する。 

◎ たくさんの考えを出し合うことでそ
の言葉がまとめに生きるので，できるだ
けたくさんの根拠を挙げることができ
るよう付箋紙を使って支援する。 

○ 性格や考えを表す言葉を赤丸で囲ま
せ，個人で書くときに参考にできるよう
にする。 

 
 
 
 
○ 分析したことをまとめたワークシー
トを利用して，根拠（手がかりとした表
現や資料）と，解釈を明らかにして中央
の枠に書かせる。 

◇ 複数の情報を整理しながら正確な情
報を得て，作者の言葉に込められた意味
などについて考え，中央の枠に人物像を
書くことができる。（ワークシート） 

○ 「人物像」として適切な言葉で書かれ
ているか，そのように思った根拠が書か
れているかという見方でアドバイスさ
せる。  

○ 直したい部分は青で加除訂正させる。 

振
り
返
り 

５ 本時のまとめをする。 
Ｔ：「優しい」のですね。（問い返し） 
Ｔ：どこから考えましたか。（説明） 
Ｔ：同じ言葉を使ってまとめた人はいますか。 
Ｔ：○○さんの言いたいことがもう一度言えま

すか。（再生） 
 

 
 
 
 
 
 
６ エンジョイシート（振り返りシート）を記入
する。 

10 
一
斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
個 

◎ 生徒のまとめに問い返しをしたり他
の生徒に再生させたりすることで関心
を向けさせ，「人物像」の説明として適
した表現で書いているか自分のものと
比較させる。 

○ 指名し，タブレットで写真に撮って全
体で共有する。 

 

 兼好法師は，どのような人物と言えるだ
ろうか。 

まとめ（例） 
（例１） 兼好法師は，より良い結果を導くにはどうすれば良かったのか，この作品を読んだ人

に気付いたことを教えてあげたい親切な人物である。 
（例２） 兼好法師は，見聞きした話を書いておいて，読んだ人が今後に生かしてくれたらいい

なと考えている優しい人物である。 

 

 
 

徒
然
草 

霜
月
二
日
（
火
） 

   

  

ま
と
め 

・
親
切 

・
優
し
い 

・
嫌
味 

・
好
き
嫌
い
が
激
し
い 

 

 

兼
好
法
師
は
，
ど
の
よ

う
な
人
物
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
。 

投影用に空けておく。 ○め 


